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２．報告 
２．１ 新センタ－長の抱負                   柳 哲雄 
平成 24 年度（2012.4.1－2013.3.31）、定年退職を前にした最後の勤務年に、再びセンタ

－長をやることになった。平成 20-23 年度、4年間の応力研所長職を終えたばかりで、ゆっ

くりしたいのだが、いろいろな事情があってそうもいかない。 

本センタ－は平成 19年度（2007.4.1）に旧力学シミュレ－ション研究センタ－を改組し、

新たな時限附きセンタ－として発足してからすでに 5年が経過して、残り 5年となった。 

応力研全体としては平成 22－27 年度の第 2期中期計画の間、応用力学に関する全国共同

利用・共同研究拠点に認定されている。監督官庁である文科省学術機関課は平成 25 年度初

めに全国共同利用・共同研究拠点の中間評価を行う予定であり、各拠点に平成 24 年度中に

様々な指標のとりまとめを行うよう指示している。 

本センタ－も応力研を支える一部局として、今年度は平成 22－24 年度の全国共同利用で

生み出した論文、その引用度、社会貢献など様々な指標のとりまとめを行わなければなら

ない。 

応力研に対する評価結果が平成 27 年度の第 2期中期計画終了時における拠点の最終審査

結果に結びつき、評価点が悪い場合は共同利用・共同研究拠点の認定を取り消される可能

性が高い。さらにその評価は本センタ－の平成 29 年度の時限更新を左右する大きな要因と

なる。 

 

２．２ 応用力学研究所での 22 年間を振り返って            尹 宗煥 
 この春、22 年間お世話になった九大を定年退職しました。竹松正樹先生からお呼びがか

かり、1990 年 4 月に応用力学研究所の海洋流体力学分野の助教授に着任し、1997 年 4 月に

は新設の力学シミュレーション研究センター（DSRC)の教授として数値計算分野を担当しま

した。2007 年 4 月には、10 年の時限を迎えた DSRC の成果を継承、発展させるために設立

された東アジア海洋大気環境研究センター（COAR)の海洋モデリング分野を担当させていた

だきました。この間、国際共同研究、数値モデリング及び対馬暖流のモニタリングを研究

の柱として、日本海の海洋循環の解明を目指した研究に注力してきました。国際共同研究

(CREAMS)は日韓露を中心として、1993 年から始まり、1998 年からは米国も加わり、約 10

年間続きました。それまで、冷戦のため、ほとんど情報が入って来なかった日本海北部お

よび深層を中心に観測を行いました。竹松先生が大活躍されました。この国際共同研究に

は韓、露、米の多くの研究者が多数参加し、多くの素晴らしい友人を得ました。同時に日

本海の海洋循環の数値モデリングにも着手し、3D 海洋循環モデルである RIAMOM を開発し、

日本海の海洋循環の力学的な理解を目指しました。数値モデリングには大海専攻の多くの

学生が活躍しました。1997 年 2 月からは博多・釜山間フェリー”かめりあ”に ADCP を設置

させてもらい、日本海の海洋循環に決定的な影響を及ぼす対馬暖流のモニタリングを開始

しました。このモニタリングは現在も継続中であります。フェリーの所有会社”かめりあ
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株式会社”の方々には、筆舌に尽くし難い程の便宜の提供と協力をしていただきました。

また、このモニタリングには、やはり大海専攻の学生たちが大活躍をしましたし、世界に

類のない素晴らしいデータベースを作ることが出来ました。今後の対馬暖流、その他の研

究に資するよう、3 月末に 10 年分のデータを公開しました。また、日本海の数値モデリン

グ研究の延長線上にある、海洋学の一つのゴールである”海況予報”をいち早く”日本海

の海況予報”という形で実現にこぎつけました。広瀬准教授と Varlamov 博士の並々ならぬ

努力の賜物でもあります。 

日本海の国際共同研究（CREAMS）が開始された 1993 年からほぼ 20 年の歳月を経た今、

日本海の海洋循環の実態はかなり明らかになり、その力学的な理解も格段に深まったと思

っています。 そのような意味で、なんとか、応力研に幾ばくかの足跡が残せたのかなと

思っています。 

センターの今後のことですが、COAR では東シナ海も含めた東アジア域に研究領域は広

がってきましたが、COAR の時限まで残り 5年となり、そろそろ、COAR の発展的継承戦略の

具体的なプラン作りに着手しなければならない時期になりました。増田、柳両教授も来年 3

月末で定年退職の予定であり、COAR の教授陣の大幅な若返りが期待されます。若々しいパ

ワーが炸裂する新しい教授陣で、素晴らしいセンターの未来を築いてくれることを期待し

ています。 

 
２．３ 「第 10 回日韓海洋セミナー（尹教授退職記念）」    柳 哲雄・広瀬 直毅 
 2012 年 1 月 30～31 日の２日間、筑紫キャンパス共通管理棟大会議室にて標記セミナーを

主催した（正式な英語タイトルは “The 10th Japan-Korea Joint Seminar on Physical 

Oceanography dedicated to Prof. Jong-Hwan Yoon on his retirement”）。日韓を中心に、

遠方はパリやモスクワ、アメリカ東海岸から約 60 名の関係者が集合し、文字通り尹宗煥教

授の定年退職（平成 24 年 3 月）を祝福した一大イベントとなった。 

セミナーでは、尹教授の専門分野である海洋モデリングに関する話題がやはり多数を占

めた。少数派となったが不可欠な観測・データ解析に関する研究は、冒頭の時間帯に紹介

された。特に、尹教授の熱意によって開始された対馬海峡横断フェリー「かめりあ」の ADCP

観測を、滝川講師（水産大）が振り返り、15 年間の苦労と達成感を味わうことができた。

今 後 、 希 望 者 に は こ の 流 速 観 測 デ ー タ が 配 布 さ れ る 予 定 で あ る

(http://www.riam.kyushu-u.ac.jp/OMG/ADCP/)。 

セミナーの中心となった数値モデリングに関しては、単純化・理想化したモデル、海洋

大循環モデル、海況予報などの現業的モデル、のような３セッションが構成された。中で

も、退職されたはずの崔名誉教授（成均館大）が潮汐・高潮・風波の結合モデルに挑戦さ

れていることに敬服した。また、尹研究室卒業生の何人もが東日本大震災関連の研究に従

事していることが分かり、危機管理にも必要な人材を育成する感慨と責任を同時に感じた。 

学生の英語発表の機会提供という目的も従来通りに果たされ、修士課程（修了生含む）
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が４件、博士課程の学生が３件の口頭発表を行った。ただし、目的を超えて、むしろその

堂々たる話し振りは、年長者も見習うべきと思わせるほどの講演も多かった。 

当 日 の プ ロ グ ラ ム な ど の 詳 細 は セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ

(http://www.riam.kyushu-u.ac.jp/COAR/Joint/) に掲載されている。なお、二日市温泉で

連日連夜繰り広げられた祝宴については、本紙面ではとても語り尽くせないので、割愛ご

容赦いただきたい。 

 

 
２．４ A  RESEARCH  VISIT  TO  RIAM 
                               Dr. J. P. Matthews 
I first studied in Japan as a young postdoctoral fellow back in the 
eighties. At that time I chose to spend a couple of years in Japan 
(rather than, say, the USA or Europe) in anticipation that Japan would 
offer me both the opportunity to do some frontline science and the 
chance to learn something about a long-established culture that was in 
many ways different to my own. Looking back now on my recent visits to 
RIAM, I realize that my original assessment was quite correct. My view 
of Japan as a place where one can broaden in both the old and new has 
not changed one iota. I’m writing this while back in the UK now and, 
with a kairo pad on my bad kendo knee and a cup of green tea at hand, I 
find myself once more appreciating this and many other aspects of Japan. 
 
Take the islands for example. I myself live on a smallish island in 
Wales called Ynys Mon (Anglesey in the language of the English). True 
enough, my island is connected to the mainland by two bridges, but 
nevertheless, it still holds the unmistakable characteristics of island 
life. And so, stepping off the morning ferryboat from Hakata, I breathe 
in the air of Tsushima, the odd car goes by and then silence, people are 
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inquisitive and then friendly, time is slower, Konnichiwa replaces Bore 
Da, but the feeling is somehow still the same. And then we drive on, 
past rusting Russian harbor guns and reach a great tree, a relic from a 
bygone age, with time again frozen and only the sound of a child calling 
in the distance. But Tsushima has at least one great advantage over Ynys 
Mon - that of superb local cuisine, and so in the evening we dined 
hungrily on great lashings of fish, prepared in a myriad of ways. It is 
a good place, really good, and I can’t wait to go back. 
 
But to more sober matters, my recent JSPS visit to RIAM gave me the 
chance to test the accuracy of a new technique I have recently developed 
to map ocean surface currents at high resolution using satellite data. 
There is a strong motivation behind this research. Although many oceanic 
parameters can be measured from space, we cannot as yet determine 
currents in fine detail, so that our understanding of the way that heat 
and nutrients are transported remains limited and our ability to unravel 
the complexities of the climate system restricted. The idea of the 
collaboration was to compare my new satellite-based ocean surface 
currents with those determined by an extensive network of fixed coastal 
radars operated by RIAM in the Tsushima Strait, through which the famous 
Tsushima Warm Current flows. 
 
I am very grateful to Kyushu University for supporting my project by 
purchasing the satellite data I required to map the surface currents in 
the region covered by their radar system. Fortunately, these satellite 
images were of excellent quality and we performed the comparison 
exercise in good time and without any major glitches. My new ATSSG* 
technique performed satisfactorily, as it measured currents that agreed 
well with the radar determinations, albeit at slightly larger speed. 
Further debate and interpretation will be required to fully understand 
this small difference, but that’s for another day. 
 
It became immediately obvious from the high resolution data we were 
using that Internal Waves are a ubiquitous feature of the summertime 
regime of the Tsushima Strait, and to such a degree that models of this 
region will always remain unrepresentative if they omit an Internal Wave 
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component in their energy balance and mixing prescriptions. A further 
surprising feature was the identification of some (initially) mysterious 
frontal regions that cropped up in mid-channel of the eastern strait. 
These boundary regions caused remarkable surface gravity wave refraction 
through their current shear and convergence fields and quite dramatic 
surface roughness changes. We eventually managed to track down their 
origin ? they are shed from the southern end of Tsushima as mixed zones 
typical of “headland fronts”. Here he oceanographers were ignorant but 
yet the fishermen knew the features very well - the satellite images 
showed many fishing boats operating in these frontal zones. 
 
Overall, I was happy with the performance of the ATSSG technique and 
have just finished a first joint paper summarizing the results of this 
collaborative study. I would like to sincerely thank my host, Associate 
Professor Y. Yoshikawa, and all of the staff of RIAM for making my visit 
both pleasurable and fruitful. I sense that I am just one datum in an 
historic exchange that has been going on between the UK and Japan over 
several centuries. I trust and hope that this fruitful interaction will 
continue in good health for many years to come. 
 

 

A Jetfoil Ferry viewed from the morning boat to Tsushima 

6 
 



２．５ 2011 年度日本海洋学会秋季大会における登録決済ウェブシステムの開発と 

その運用例                         石井 大輔 
 2011 年 9 月、九州大学・筑紫地区にて 2011 年度日本海洋学会秋季大会が開催された。 

日本海洋学会は、海洋学の進歩と普及を図ることを目的として 1941 年に設立され、海洋

学にかかる研究会や講演会の開催、学術的刊行物の発行、研究業績の表彰や研究の奨励な

どの事業活動を行なっている。その活動の一環として、年二回にわたり全国各地で学会大

会を開催しているが、今回は福岡地区に大会幹事の順番が回ってきた（前回は 2000 年度に

担当）。大会事務局は九州大学応用力学研究所に設置され、福岡地区（九州大学応用力学研

究所、九州大学大学院総合理工学府、福岡女子大学）の会員で構成された。日本海洋学会

員である筆者は、幹事の一員として大会運営に携わることになった。 

近年において、学会大会を運営する事務局は大会ウェブサイトおよび参加登録・支払決

済に関するシステムを参加希望者のために準備するのが一般的である。日本海洋学会にお

いても同様で、ウェブ・システム関連については従来から外部委託運営により賄ってきた。

それは、ウェブサイト制作や参加登録／オンライン決済システムの設計開発・運用には高

度な専門知識と技術、多大な時間と労力を要するため、本分野に精通していない教員や研

究者のみで構成される事務局では、殆どの場合において対応できなかったためである。既

述の外部委託費用は大会運営予算の中では決して無視できるような金額ではないため、大

会の運営自由度を下げる要因の一つとなり得るだろうが、それは致し方ないことだと感じ

る（教員などにこの分野の改善・対応を求めるのは酷）。 

今回、技術職員である筆者が海洋学会員として事務局に加入したことから、経費節減と

自身のスキルアップを目指して、学会大会にかかる参加登録／オンライン決済統合型ウェ

ブシステムならびに講演情報リアルタイム表示用システムを新規に設計・開発するに至っ

た（応力研技術室・松島啓二技術職員にも一部協力いただいた）。結論から言うと、今回の

自主開発・運営により約 150 万円の経費削減（大会運営費にかかる使途自由度の向上）に

貢献できただけでなく、運用面でもユーザフレン

ドリーなウェブ環境を大会参加者に提供できたの

ではないかと自負する。なお、大会ウェブサイト

や登録決済システム、ネットワーク環境を利用し

た大会運用例の詳細については、紙面の都合上割

愛するが、下図に示すようなイメージで設計・開

発したことを付記する。漠然とご覧いただければ

幸いである。 

 今回、外部委託運営による毎回変わり映えしな

いウェブサイトや参加登録／決済システムを利用

していた従来から一変させたことは、他の海洋学

会員からも多くの支持を得る結果に繋がった（後
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日のアンケート結果や個別のヒアリングから）。今回独自に新規開発した一連の日本海洋学

会大会にかかる参加登録／決済システムについて、現在、日本海洋学会幹事会に話題とし

て上がっているということを耳にした。もし、半年ごとに全国各地で開催される学会大会

において、今後本システムの導入が正式採用されることにでもなれば、大会の大幅な経費

削減が期待されることはもとより、苦労して設計・開発した担当者としてはこれほど報わ

れることはない（単発で終わらせてしまっては少しもったいない気がしている）。ただし、

事務局（担当大学）は半年ごとの輪番制であるため、その都度の技術移転は現実的にでき

ないこと（サーバセットアップの作業負担、システム・プログラム移植などに伴う独自技

術の拡散／漏洩など）、サーバ・システムを含めた管理・運用体制（いつまでも筆者が学会

大会の運営に関われない）などを検討する必要があるだろう。 

 

 
新規開発した日本海洋学会大会運営にかかるネットワークシステムの概略図 

 

8 
 



 

講演情報リアルタイム表示システムおよび USB-NAS を介した講演ファイル 

自動転送／同期システムをネットワーク統合した大会運用例（イメージ図） 
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学会から福岡に帰ってきたら桜が７～８分咲きの見頃を迎えていました。 

ちょうど週末で天気もよく、例年以上に楽しめたのですが、学会に行く前はまだ蕾も

小さかったので「もうすぐ見頃かなぁ、まだかなぁ」という「わくわく」感を楽しむ

間がありませんでした。「旅の楽しみは計画が半分」と言われますが（私が言ってい

るだけかもしれませんが）、半分楽しみ損ねたという印象です。 

本センターは１０年の時限ですが、来年３月には折り返し地点の５年を向かえます。

みなさんがセンターに「わくわく」して頂けるよう、本ニュースで情報発信して 

いきます。 

（Y.Y 本号より編集担当）
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